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最近、思うこと

今村禎（伊勢市）

随分以前から夏鳥が少なくなっているというの

は、鳥に興味をもっている皆が感じていることで

はないだろうか。繁殖地である日本の自然環境の

変化も当然考えられることではあるが、それにも

増して大きな問題が越冬地の自然破攘であろう。

東南アジアの森林が無計画な伐採で急激に減少し

ている。伐採された木材は、建築木材、合板の原

材料、紙の原材料またはパルプとして日本へと輸

出されている。現地の様子をインターネット等で

調べてみると伐採跡地は荒地のまま放置されてい

るか、植林されている場合の多くはユーカリが植

林されているとのことである。ユーカリというと

私はコアラのえさくらいしか思いつかないのだ

が、 OA用紙（上質紙）の原材料に使用されるの

だそうだ。したがって緑化のための植林ではなく

パルプの原材料を採るための植林である。そし

て、大きくなれば伐採され日本へと輸出されるこ

とであろう。

最近、日本の企業が海外で植林をしているTV-

CMがあるが大部分がユーカリであるらしい。

イメージアップを狙ったものであろうか？ もう

一つの問題は、ユーカリは生長が速いため水分、

養分を吸収し尽くし土地を痩せさせ、ある土地で

は近くの湖が干上がってしまったこともあったと

のことである。そして、ユーカリに含まれる成分

には殺菌作用があり、微生物はじめ他の生物を排

除してしまい、その結果、土壌までが流失してし

まいその跡には何も育たなくなってしまうそう

だ。 ・

日本はとみれば、OA化が進み紙の消費は少なく

なってもよさそうなものであるが、まった＜逆で

ある。オフィス街からでるゴミは大部分が紙ゴミ

である。また、バプルの時代ほどではないが、輸

入されコンクリートの型枠になった木材は百年単

位の時間を経て育った木が、日本では何ヶ月、ヘ

たすれば数週間で産業廃棄物となってしまうので

ある。

それ以外でも、身の回りをみれば合板でできた家

具の類はとにかく多い。そして、どんどん棄てら

れゴミとなっていくのである。全国の学校で使わ

れている机、椅子はどれだけあるのか見当もつか
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（〔 今月の表紙：ペン画 嶋田春幸 >
今までカモメ類をしつかり見たことがな

かったのだが、今シーズンはセグロカモメ

の亜種を識別出来るようになればと漁港に

足を運んでいる。いくらか顔つきや羽根の

模様が違う個体を画像で記録してみたもの

の、なかなか識別するには至らず、やはりカ

モメは難しい。
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ないが、物凄い量の合板が使われているのであろ

う。現在の技術をもってすれば、間伐材等の日本

の原材料を利用した物を作ることくらい容易いこ

とであろう。

コストの問題はあろうが、自然を回復させるコス

トを考えれば安いものである。

そして、本当の問題は輸出する現地の人達がすす

んで木を伐採しているのではなく、日本が行う途

上国へのODAは無償援助ではなく半分以上が円

借款であり、その借金を返すため自然を切り売り

しなければ生きていけない現地の実情を我々は考

えなくてはならない、もうすでに手遅れなのかも

しれないが。

-~ 

あこがれの鳥、あこがれの旅

ー特集にあたって一

野鳥の会創始者の中西梧堂も同好の仲間と各地

に探鳥の旅を重ね、様々な

鳥を蜆察し、書き記してい

ます。その足跡は東京近郊

の山河のみならず、浅間

山、九州英彦山、御蔵島北

海道大黒島など、実に様々

です。その記録は「野鳥記j

（定本野鳥記：春秋社）に見

ることができます。今回は

会員の鳥見の旅、あこがれ

の鳥に出会った感動の記

録を集めてみました。

さあもう春がそこまで

来ています。皆さんもあこがれの鳥を探しに出か

けてみませんか。

編集部

~ 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
← - . 

ケニア・バードサファリ

濱中勝彦 （四A市市）
1. 初めに

一度は人類の誕生の地である大地溝地帯へ行っ

てみたいと思っていたところ、ケニア・バードサ

ファリの催行が決定したので参加しないか、との

新和さんからのお誘いで行ってきました。上記の

ホテルは、皆、綺麗で食事の問題も無く、楽しく

過ごせました。また、花が有れば必ず色とりどり

のタイヨウチョウがやってきたり、ハタオリドリ

たちがいたる所で立派な巣を作っていたり、その

他の鳥も色とりどりでしかも数も多く距離も近く

で見られ感激でした。更に、獣も殆どのものを見

る事が出来ましたので、烏屋はやはりバードサ

ファリで行くべきだと思いました。（スミレイ ['J

ニシキタイヨウチョウ ：次ページ上左図）

大陸はとても広大でしたし、長く続く断崖が印
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象的でした。

2. ツアー結果

2-1. ナクル湖

早朝サファリ。ホテル周辺の林には、ヒョウも

いるとのことでガイド兼運転手に発見を依頼する

も今日は見つからず残念。でも、サンコウチョウ、

ニシブッポーソウ、エボシクマタカなど出現。湖

岸に、コガタフラミンゴの大群。紅いのと白っぽ

いのといる。白いのは、幼鳥とのこと。その他、

ヘラサギ、ペリカン、ダチョウ、他。フラミンゴ

を見ていると、目の前に、 10数羽のシギの群れ

が着水。あれっ？嘴が曲がっている。アヴォセッ

トだ。こんな所で、ご対面とは。上空に、ゴマバ

ラワシ。（コガタフラミンゴ：次ページ下右図）

原っぱでは、メジロ程の小さな体に30cm位

ある長い尻尾をなびかせて飛んでいるテンニン

チョウ。ご岩労様。獣は、シロサイ、シマウマ、

しろちどり 42号
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図1: スミレイロニシキタイヨウチョウ

バッファロウ、ベルベット・モンキー、他。

2-2. バリンゴ湖

湖岸の林や断崖等で探鳥。断崖でのハヤプサが

狙いでしたが、天候不良で振られ。此処での圧巻

は、なんと言っても、カバ。なんと夜中にカバが

ホテルの庭に、草を食みに来ました。夜中、 2時

頃来たら起こしてと頼んでおいたら、来ました。

何の障壁も無く 30m位の距離でご対面。興奮の

極でした。その後、 3頭来たそうです。また、近

くの船着場への木道の上に、なんと、 4~5m位

もある大きなクロコダイルが昼寝中。鳥も、ホテ

ルの庭でも十分楽しめます。茶や白のサンコウ

チョウ、コサイチョウ、人懐こいチャバラテリム

ク、大小のショウビン類、など。また、クロコダ

イルを追い払って、桟橋の先端近くで、赤黒や黄

黒の色鮮やかなキンランチョウ、などを。夕方に

2-4. マサイ・マラ

カカメガからマサイ・マラヘの道では、大変で

した。先ず、 30分位、 10から20mm位の大粒の

雹に襲われ、車の中で思わず首を縮めてしまいま

した、その後、大雨。道が泥澤になり、途中、何

＂ 回も車がスタックしたりエンジントラブルを起こ9 したり、散々でした。夕方着く予定が、真夜中に
i なり、それでも途中では車中泊か？とまで思いま

したので、着いてほっとしました。車が左右に尻

を振ったり横になって滑ったり、深い轍にはまっ

て横転しそうになったり、過酷なサファリ・ラ

リーの一端を体験できました。

宿舎は此処も立派です。前の河には、カバが数

十頭。ワニもいました。向こうの平原には、キリ

ンやハイエナも見えます。

翌日から、車上でサファリです。鳥と獣が一緒

に楽しめます。

烏は、ニシプッポーソウ、サイチョウ、何種類

かのワシとハゲワシ、ダチョウ、他。

獣は、ゾウ、キリン、ライオン、ハイエナ、ジャッ

カル、イボイノシシ、ガゼル、他。既に、セレン

ゲティからヌーの大群が来ています。

ライオンは、車で近づく限り車上から見下ろす

位まで近づけますので、 400mmでは頭の一部し

か写せませんでした。平気で寝ていますので、写

真を撮ってもつまらないです。

半日、車上サファリをパスしてウォークサファ

リをしてみました。一般には禁止されています

が、マサイと一緒だと可能です。 2人のマサイを

従えて平原を散歩しますと、とても良い気持ちで

常

は、カンムリヅルもお出まし。

2-3. カカメガ

このホテルは、かつて協会の設備だったそうで

アルコールは置いてないが持ち込みは構わないと

か。商業的でなく、ゆっくり過ごせればいいなと

思うようなところです。庭や周辺の森で探鳥。ハ

シダカサイチョウ、カンムリエボシドリ、ムラサ

キエボシドリ、他。モズは、どれもオオモズみた

いに大きい。日本では、オオだとかカラだと大騒

ぎだけど。ここの売店は、小さく品数も少ないけ

ど、質はとても良く値段も安いのでお勧めです。

マサイ・マラヘの途中のヴィクトリア湖の湖畔

で、セネガルショウビン。

しろちどり42号

図2:コガタフラミンゴ
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した。 30から 100mと離れていますが、キリン、

シマウマ、イボイノシシ、そして最後にカバに出

会いました。さすがに、カバに出会った時は、マ

サイも若干緊張気味で道を変えようとカバを避け

ました。その他、ゾウの糞やカバ、ハイエナなど

の足跡も有りました。なんの障害物も無く地続き

で動物達と対面するのは格別の感慨がありまし

た。‘是非お勧め’です。

2-5. ナイバシャ湖とナイロビ自然公園 (NP)

此処は、ナイロビ空港に近く、涵級静養地で来

客の服装が立派なので探鳥会仕様の身なりでは気

がひけましたので食事の時は着替えました。綺麗

な庭や早朝船上から隣接した湖などで探鳥しまし

た。

オオタカ、ペリカン、エリマキシギ、アオアシ

シギ、セイタカシギ、ヅアオカモメ、他。

その後、空港へ向かう途中で、ナイロビ自然公

園でサファリしました。此処は、徒歩でも鏡察で

きますが、その時は普通の動物園の様に檻に入っ

た動物がメインになるようです。

公園から空港への途中で、カーナバルとかいう

バーベキュー屋で昼食。ここの売りは、ワニ、シ

マウマ、バッファロー、イボイノシシ、ガゼル、

チキンなどの肉を食べさせるところで、一応全部

食べてみましたが結局はチキンが一番でした。

カンムリヅル、ダチョウ、ノガン、アカクロノ

スリ、コウギョクチョウ、他。クロサイ、キリン、

他。ライオンは休日のようでした。

3. あとがき

1)やはり、大陸は雄大でした。

2)移動途中、焼きトウモロコシを買ったら、奥

地で0.5? シリング (1円）、町の近くで10シ

リング (16円）でした。甘味は、全然無いが、

旨みはたっぷり。これぞ、‘主食’の感ありでし

た。

3)運転手の話では、紅茶栽培農園などどれも英

国人の所有とのこと。独立はしたけれど、経済

は占有されていて大変の様子。

4)長靴での探鳥中、トゲを踏み抜いてしまいま

した。イ昔用の消毒薬で何とか化膿は防げまし

た。これからは、必携とします。

期間； 2003.08.07-2003.08. 17 

場所：

1)ナクル湖 (Lion Hill Lodge) 

2)バリンゴ湖 (Lake Baringo Club) 

3)カカメガ (Rondo Retreat) 

4)マサイ・マラ (Voyager Safari Lodge) 

5)ナイバシャ湖 (Lake Naivasha Country 

Club) 

一フィールドスコーブ双●●（ヽ Jヽ塁・大型）
天体菫遭鐘
カメラ（衝品・中古）
その飽光学襲品各糧

テレスコーブセンターアイペル（縁式＊社アイペル）
〒514・0801津市艦■町3412(メガネのマスダ2F)TEL 059・228・4119 

定休日／曇遍水●日 雷婁鴫層/10:00~19:()()
ホームページ http://www.eyebeN.com メールアドレス eyebell@dlamond.broba. cc 
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モンゴルで見た鳥類の記録

(1995年）

近藤義孝（多度町）

2000年2月号の「しろちどり」の巻頭エッセ
イでモンゴルの話を書いた。モンゴルで体験した
自然と人間とのかかわりについてであった。今回
はモンゴルで見た鳥たちを簡単に紹介する。かな
り前なので、「1996年三重県高等学校登山部顧問
団モンゴル・フィティン登山隊登頂報告書」に掲

載した内容を一部手直しし加筆した。
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1995年夏、モンゴル・中国・ロシアの国境に

そぴえるモンゴルの最高峰フィティン峰の登山調

査隊の一員としてモンゴルを訪れた。フイティン

峰は、モンゴルの最西端にあり、モンゴルアルタ

イ山脈の最高峰である。モンゴルでは通常モンゴ

ル語であるが、最西端のバヤンウルギー県ではカ

ザフ族が多く、通用語もカザフ語であった。また、

イエスズメがいた。ヨーロッパでは普通種のイエ

スズメは西から東へ向かって分布をひろげている

が当時のモンゴルではスズメとイエスズメがちょ

うど同じくらい観察できた。

カラスの仲間はハシボソガラスとワタリガラス

とカササギが銀察できた。

モンゴルには猛禽類がたくさんいることが有名

であるが、この旅行ではトビ以外にイヌワシを見

ただけであった。クロハゲワシやオジロワシもい

るようだ。草原を移動中、四輪駆動車の中から 3

羽のヤツガシラが見えた。日本では銀察すること

は簡単ではないが（私は見たことがなかった）、モ

ンゴルで観察できたのは幸運であった（モンゴル

ではそれほどめずらしくないようではあるが）。

ウランホスの町近くを移動中、湖でたくさんの

水鳥がいるのが見えた。旅行の目的が、登山のた

めの調査であったため、車を止めて銀察すること

当時はソビエトが崩壊し、モンゴルも民主化され はできなかった。帰りには車を止めて銀察させて

ていたが、学校などはソビエトが建てたものが多 もらった。ただ、夕方で逆光であり、鳥たちが向

く、教育の制度もソビエトの影響を受けていた。 こう岸近くへ行ってしまい、はっきりと親察はで

バヤンウルギー県では、民族的な関係でトルコの

大学へ留学していたからトルコ語はできるという

青年にもあった。

1995年8月5日にバヤンウルギー県に入って、

最初に見た鳥は、ウルギー空港の近くの川原で見

たアジサシだった。頭の上半分が黒く、川の中に

ダイビングして、ワカサギのような小魚を捕って

いた。夏は雨季のため増水した川でカワウが、潜

水をして魚をとっていた。草原では、サバクヒタ

キが地面に降りて餌をとっていた。空中を飛ぶ昆

虫を捕らえるため、ショウドウツバメが急旋回し

ていた。普通のツバメも見かけたが、ショウドウ

ツバメの方が多く見られた。

また、草原の上にヒバリが銀察できたが、日本

と同じ種であるかどうか確認できなかった。ハク

セキレイは、日本で見かけるのとは少し違ったパ

ターンのものが観察できた。日本でも4亜種が銀

察できるようであるが、その亜種か、または幼鳥

である可能性もある。

スズメも見かけたが、日本のものと比べて色が

白っぽかった。亜種や変種とまでいかない変異か

もしれない。 スズメの群れに混ざって（場所に

よってはスズメの方が少ない）、スズメの仲間の

しろちどり 42号

きなかった。オオハクチョウは確認できたが、ガ

ンの仲間やカモの仲間などは、種の同定まででき

なかった。現地の人によると、しばらくするとこ

の湖は渡りをするための水鳥でいっぱいになると

いうことであった。そんなときにいけるとすばら

しいであろう。

行動中、川や湖の近くではよくカモメが銀察で

きた。こんな内陸にもカモメがいるのだなと感心

した。

標高3000m位のベースキャンプに入ると日本

の高山で聞いたイワヒバリの鴨き声が聞こえ、そ

の姿も見られた。

帰り道、紋のないモンツキ（ジョウビタキ）を

見かけ、何だろうと思ったが、クロジョウビタキ

であった。

テントを張っていたわれわれの頭を越えて、す

ぐ向こうに着地したツルがいた。そのときは、タ

方でよくわからなかったが、ピンボケの写真は撮

れた。日本に帰ってから、いつも木曽岬干拓地探

鳥会でお世話になっていた愛知県支部の故樅山

勝己さんに見てもらい、アネハヅルであると教え

てもらった。テントサイトからヒマラヤを越え、

インドの方へ飛んでいくのだったのだろうか。
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森の妖精

石原宏（津市）

2000年の 1月に日本野鳥の会に入会して

おおよそ4年がたち、会の先輩や鳥友にも

めぐまれやっと、ここの所一人歩きでの鳥

見も出来るようになったような気がしてい

る。

ここ三重県は探鳥族にとっては格好の

フィールドが点在している。鈴鹿山系に代

表される山並は南下して大台山系や伊勢神

宮の神苑域に続き、伊勢湾から熊野灘にか

けての海岸線は多くの河口域も含めた千混

や海浜、湾等がまだまだ残されている。さ

らに、田園地帯は伊勢平野を中心に広が

り、里山もけっこうあり、大小河川や池沼、

森林公園と十分に満足している。

そう言った中で出会った鳥達の種類も数

を増やして来た。しかし、会いたいと思い

ながらもなかなか機会に恵まれずにいる鳥

達も多く、その中でも憧れのトップクラス

の一つ・・・ ・・ サンコウチョウ ・・ ・。

ところが、昨年の 5月のとある日、鳥友

から会えるかもとの情報で早速ワクワクと

出かけた。鬱蒼とした照葉樹林の中、渓谷

沿いをしばし行くと耳にとびこんできたあ

の声、その鳴き声から 「三光鳥（サンコウ

チョウ）」との名が付いたと言う、月・日・

星（つき ・ひ・ほし）ホイホイホイ。すぐ

に彼の声だとわかった。薄暗い森の中で二

人は立ちすくんだ、そして目を凝らしてい

ると高い木立の間をスーツとかすかな影が流

れた。鳥友が捉えたスコープの中にはじめて

見るサンコウチョウの姿があった。

写真や映像でしか見たことのない憧れの彼

とのはじめての出会いだった。まだ若いオス

だろうか、あの尾はあまり長くない、しかし

頭から胸にかけての紫がかった光沢のある黒

色の羽毛と冠羽も確認、独特のコバルトブ

ルーのアイリング、まさに森の妖精。幸運は

重なり近くに巣も有ってオスとメスが交互に

あの写真で見るそのものの抱卵する様子まで

見せてくれた。

そして、長居は彼等に失礼だと思い早々

にその場を退散する事にした。さらに幸運

は続き森の中の帰り道であの独特の声、

キュロロローそうですアカショウビンの声

に送られ帰路についた。この様なかけがえ

のない自然環境が永く引き継がれて残され

て行くことを祈らずにはいられない気持ち

が更に強くなった一日だった。
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赤い鳥捜し

川口久美（津市）

日本に住む鳥の中で、赤い色の鳥は意外に少な

いものである。「アカ00」という名前がついて

いても、そのアカとは「橙色」や「明るい茶色J

であることが多い。

私が子供の頃、 「野鳥観察がしたい」と親にね

だって双眼鏡を買ってもらった。 母が買ってく

れたそれはあまり上等ではないらしく、鳥を覗い

ても肉眼で見るのと大して変りは無かったが、双

眼鏡の丸い視野を通して見ると、見慣れた鳥も新

鮮に見え私はおおいに満足であった。近くの野山

へ行っては、ホオジロ・カシラダカ ・ビンズイな

どを夢中になって見た。しかしそれらの鳥はみ

な周りの景色と似た枯れ草色やこげ茶色で、「赤

い色の鳥」の姿はどこにも見られなかった。私の

「赤い鳥捜し」はこのころ始まったのかも知れな

し‘

ひとりで山を歩いているとアカゲラに出逢う。

この鳥は全体が白黒の不規則な斑模様であるが、

よく見ると、後頭部と下尾筒になかなかしゃれた

赤色を持っている。さしずめ、赤いハンチングを

被り、ツィードのジャケットを着て、肩で風切る

「森の伊達男」と言ったところだ。

初めて「ノゴマ」を見たのは北海道旅行でのこ

とだった。霧の中、ハイマツの天辺で、赤い喉を

見せながら誇らしげに歌っていた。体全体が渋い

褐色のなかで、喉にぽっかりと朱色がある。他の

日本の野鳥には無い「意表をつくデザイン」であ

る。しかしながら、霧の白とハイマツの濃緑のな

かで、彼の喉の赤は見事に輝いて見えた。

「ウソ」を初めて見たとき、その頬の鮮やか

なピンクに目を見張ったものである。頭上が黒、

その他は灰色と白というモノトーンの中で、喉か

ら頬にかけての紅色が映え、その姿は優雅と言う

他はない。鮮やかな紅色を身にまといながらも少

しも異国的でなく、日本の風景によく似合う「器

量よし」の鳥である。

ウソも、アカゲラも、ノゴマもそれぞれに魅力

的な赤い色を持つ烏である。しかし正確には、「体

の一部分が赤い鳥」と言うべきであろう。本当の

赤い鳥はいないのだろうか。

鈴鹿山麓で「ベニマシコ」に出逢ったのはまだ

最近のことである。谷あいの雪の中、枯れ草に斜

めにとまって揺れていた。冬羽で、その紅色は控

えめながら顔から胸、腹に及んでおり捜し求めた

「赤い鳥」だと思った。想像していたよりずっと

小さく、尾が長く細身である。目がつぶらで優し

い顔をしており、他の鳥に見られがちな雄特有の

険しさがない。目先から頬を染める淡い紅色は、

艶やかささえ感じさせる。そして何より可憐で

あった。いつか、夏羽のベニマシコに逢いたいと

思う。北海道の牧場、風に揺れるトウキビの穂の

先で歌う、真っ赤なベニマシコに出会ったなら私

はきっと、彼への称贅の言葉も忘れ、顔に双眼鏡

を押し当てたまま陶然といつまでも立ち尽くすに

違いない。
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シマフクロウ

平井正志（安芸郡安濃町）

第 1夜

夏の夕方、もう少し暗くなりかけた頃、大阪か

らの2人づれといっしょにその橋のたもとで待っ

た。今日も道東独特の少し湿気を含んだ曇空であ

る。）,, は鬱蒼とした木々に覆われていて、橋から

流れがすこしだけ見える。水量は豊富で、流れは

澄んでいるが、泥炭地らしく、河床は暗い。暗く

なり始めるとキビタキが嗚き始める。テッペンカ

ケタカ、エゾセンニュウも近くの木で鴨き始め

た。ハリオアマツバメが1羽飛び回る。羽音が聞

こえるくらいまで近くを飛ぶ。プブー、ププーと

低い声でなきながら、ヤマシギが飛んで流れの上

流に消える。ヤマシギはかなりな数がいるよう

だ。しだいに暗さは増して、木立ちの中は見えな

くなってきた。道路の脇で、聞き慣れない、声で

さえずる鳥が現れた。ノゴマであった。暗い中で

もその喉元の赤さは確認できた。

ボボッウーツ、JIIから少し離れた針葉樹の森

の中から何も前触れがなしに聞こえた。森のその

部分だけ、地下の世界が口を開いて、地下の巨大

なチューバの音色が地上に漏れている。聞いてい

た人はだれも声を立てることができない。それは

夜の世界の始まりをすべての生き物に告げてい

る。しばらく間をおいて再び、ボボッウーツ、そ

れはオスとメスの嗚き交わしだという。最初の二

声がオスで、それにメスが間をおかず、ウーツと

更に低い声で答える。あたかも 1羽の声のごとく

に聞こえるみごとな合いの手である。その声は時

間をおいて数回続いたが、それだけであった。そ

の後川の方にシマフクロウは現れず、姿を見るこ

とはできなかった。大阪の2人は最初の声の直前

に、肥った鳥が森の飛び込むのを見たという。も

う空以外何も見えなくなった頃その場を去った。

その声を聞いただけで十分であった。

第2夜

昨日と同じ場所で待った。同じようにキビタキ

が嗚き、エゾセンニュウが嗚き、ウグイスも嗚き

声も聞こえ、ヤマシギも飛んだ。もう何十年もい

や何百年も同じ情景が繰り広げられているのだろ

う。ただ、今日はハシボソガラスが2,3羽現れ、

森の上でカアカアと嗚いた。カラスはなかなか飛

ぴ去らず、気をやきもきさせた。 20分程度はそ

の付近にいただろうか、それでもカラスは昼間の

鳥、どこかへ去って行き、森はキビタキとエゾセ

ンニュウの声だけとなった。かなり時刻が過ぎて

から、昨日と同じ森の中でボボッ、と唖いた。昨

日より声が小さい。なにより、合いの手のウーツ

という、低い声が入らない。間をおいて数回唄い

た。来たっ、川筋に突き出た枯れ木に大きな茶

色っぼい鳥がとまった。もう暗くてはっきりと見

えないが、やや腰を前屈みにした姿勢である。こ

ちらを向いたようだ。目が見える。ボッ、低い声

で一声だけ嗚いた。その瞬間、喉の白い羽毛が

フッと暗い林に浮かび上がり、はっきりと確認で

きた。尾羽の付近に頭を廻して、しきりに羽繕い

をする。暗さは次第に増し、もうシマフクロウと

森の境がわからなくなってきた。ウーツ、右手の

森の中から別の声がした。もう一羽いるようだ。

枯れ木の鳥はのそっと森の方へ向きを変え、大き

な翼を音もなく羽ばたいて森に消えた。 ウーツ

ボボッ、 2羽の嗚き交わしであろう。その声は

時々ボボッウーツとなったり、ウーツボボッと

なったり、変化して続いた。

満足を胸に暗い流れを離れた。
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バードカーピングの小那屋

西浦克征（津市）

私たちの物を見る目は、意外にいい加減であるよ

うに思う。 毎日近くで見ることができるスズメ

を思い浮かべてみても「頬や胸の黒っぽい班の形

や位置」など、なかなか正確に書けないものであ

る。

私の鳥づくりも、大きさや色など感覚的な面が

多く、見る人が見ればいい加減だと思われそうだ

が、今後もその作風は変えられそうにない。 本

物に近づける努力も少しは必要だとは思っている

のだが。

しろちどり 42号
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わたしと鳥

西本茉由（津市）

わたしは、「ウッドノート」というマンガを読

んで鳥が好きになりました。鳥のことをいっぱい

知りたくなったので図嘗館で鳥の本やバードウ

オッチングの本をかりてきて読んでもっときょう

みがわいてきました。

お母さんに図かんを買ってもらって何度も読ん

で、たくさんの鳥の名前とどこにどんな鳥がのつ

ているのかも覚えてしまいました。カラスにも種

類があることを知り、ハシプトガラスとハシボソ

カラスのちがいがわかり見分けられるようになり

ました。みているうちにカラスがかわいくて大好

きになりました。観察もしやすいので、そこもい

いところのひとつです。

わたしの家の近くの谷池の木がほとんどなく

なってしまって、カワウが住めなくなってしまい

ました。その池のカワウはほかの「家」をみつけ

にどこかにいってしまいました。今年はなかなか

こなかったキンクロハジロを見つけたときは、よ

くきたねと思いました。でも、この池に木が少な

いので鳥も去年より少ないです。

わたしは、今学校の帰り道にあるおうさん池に

いるカルガモ ・カワウ・ハシピロガモ・ハクセキ

レイ ・アオサギ ・ダイサギ・コサギ・バンを見る

のが日課です。これからも、家の周りの鳥たちを

銀察していきたいです。

（西本さんは将来有望な10オ、最年少の会員さん

です：編集部）

勿体無い話

（私がホームページを持つようになった理由）

横山真一 （桑名市）

ずっと先だと思っていた定年は来てみると思いの

ほかあっ気なかった。再就職に備えて勉強を始

め、運動不足解消のためにウォーキングをしてい

て近くの川でカワセミが飛ぶのを見た。 カワセ

ミは深山幽谷に住む幻の鳥だとばかり思っていた

のでこんな所に・・ と衝撃的な出会いだった。

それからは双眼鏡を持って歩くようになり、身近

にたくさんの野鳥がいるのがわかって野鳥の世界

にのめりこんでいった。それにしても勿体無いの

は.. . 私は長らく名古屋～仙台～苫小牧を往復

するカーフェリーの乗組員として働いていた。機

関室勤務なので長い時間海を見ている機会は少な

かったが時には操舵室に遊びに行くと当直の航海

士が「あれはオオミズナギドリですよ」などと海

上を飛ぶ鳥を指差しながら教えてくれた。「それ

がどうした！」当時の感覚で言えば口には出さな

かったが腹の中ではそんなふうに返事を返してい

11 

た。教えてくれるままに図鑑でも見ていれば今頃

は海烏のライフリストがぐーんと充実したものに

なっていただろう。さらに小笠原・父島にも沖縄

にも石垣島にも西表島にも何度も行っている。返

す返すも悔やまれるが当時は別のことに熱中して

とても充実した毎日を送っていたので鳥どころで

はなかった。

野鳥の会に入れてもらったのはカワセミと出会っ

てから半年も経ったころだろうか。どこに行った

らどんな鳥が見られるかの情報が欲しかったので

送られてくる「しろちどり」の探鳥会情報をリス

トに作って研究してみた。しかし気軽に行ける距

離範囲の情報はわずかばかりしか焦かったので自

分ながらにあちこち見て回るうちいずれは持って

みたかったホームページを作って自分が野鳥情報

の発信源の一つになろうと思うようになった。

構想から一年を経過してやっと実現するに至った

がここまで来るのに四日市市のKさんとの出会い

が大きかった。カメラを担いで伊坂ダムの周りを

歩いていて声をかけてもらったのが最初の出会い
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でそこからバード世界が一気に広がっていった。

感謝することしきりである。私のホームページは

ベテランの方々の鑑賞に耐えるものではないが、

北勢地方を中心にこまめに情報を出している。時

間を多く取れない方には参考になると思うのでぜ

ひとも一度覗いていただきたい。

「大山田団地の野鳥たち」

http://www.ge<,>yitie~. ip/legend yui/ 

上野探鳥会に参加して

小林達也（名張市）

2月8日｛日｝定例探鳥会が伊賀上野城内で行わ

れ参加しました。

天正9年 (1581年）地山を利用して築かれたこ

の城は昭和10年再建され昭和建築木造最後の城

で白鳳城の雅名があります。現在は伊賀忍者屋

敷、俳聖松尾芭蕉生誕記念の俳聖殿、上野公園も

あり観光スポットです。

天候にも恵まれリーダー先頭に定刻出発、スター

トして直ぐ銀光案内所そばのクロガネモチの赤い

実にはヒヨドリが群れ啄ばんでいます。学校横を

通って石畳の坂をあがると城内です。いろは紅葉

や桜、松の下にはツグミ、ビンズイ、キジバトが

います。天守閣を左に見ながら筒井城跡へ植栽さ

れたツッジの近くに茶色っぽいスズメ位の鳥はタ

ヒバリだろうかでも居場所が？ビンズイとの識別

が難しい。芽吹きには少し早い桜の枝や松にはエ

ナガ、シジュウカラ、コゲラ、メジロの群れだ。

この時期に見られる混群だがエナガは間もなくお

別れして営巣を始めるだろう。と ・突然枝の鳥も

地面の鳥も驚いたように飛び立ったその直後こげ

茶色の影が急旋回しアラカシ、シラカシの林に消

えた。ハイタカ？ツミより少し大きいように見え

た。発掘調査場所の横から下りになるヤプ椿には

メジロ、ヤマガラの姿が見え笹嗚きも聞こえるが

姿は見えない。俳聖殿前の広場には多くのカワラ

ヒワがえさ探しをしている。屋根上ではセグロか

ハクセキレイの声もする。西側の谷にはコゲラ、

シジュウカラが多く公園広場ではシメ、モズも見

られたがお目当てのアオバトには残念ながら会え

なかった。林の中で全員で鳥合せをした。出現鳥

25種であった。（追記： アオバトは3日後，俳

聖殿西側 杉の中で12羽確認した）

バードウォッチングと俳句

（野鳥の俳句入門） 坂口草人

〇春の鳥

春は冬鳥と夏鳥が入れ替わる時期なので鶯や

雉、燕などのほか、新春（新年）の鳥を詠む時は、

「初」を冠して、初雀•初鶉とする。 一般には、鵠・

雁 ・雀 ・鷹・鳶 ・鴎などには「春の」を付ける。確

定しない鳥は、春の鳥 ・春禽 ・貌鳥・呼小鳥・百

千鳥等と言う。なお、残り鴨・鳥交る ・卒み鳥・

鳥の巣など春の季語がある。

駒鳥の噺くひびき霧の中

さえずりに疲れ癒され山駆ける

近寄ればよるほどつぶら瑠璃鍋

デスプレー芸を極めた烏の恋

小鳥来て薄墨桜ゆれやまず

売れ残る団地の草原雲雀暢＜

雉一声木洩れ日を背に寺領奥

待ちをれば突如雉嗚く山の駅

春の鴨番とな りて帰北かな

頬白の一筆啓上今朝も来る

、、
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支部活動のページ
2003年度第2回理事会（臨時）
日時： 2003年9月20日 （日）

場所 ：三雲町ハートフルみくも 出席： 13名

現地見学：五主海岸

県内でも有数の渡り鳥の飛来地である五主海岸に、新種のマリンスポーツ（カイトボード）が

登場したため、水鳥への影響を懸念し、早急に対応を協議した。

まとめ：ショップでも指導してもらいながら、将来的には（カイトボードを）なくす方向へ取り

ム1乞
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組むとしたい。

く今後の活動予定＞

ショップ・協会への意見書を送るなどの取り組み

五主海岸での観察者から啓発してもらう

個人ボーダーヘの働きかけ 三重県・三雲町への働きかけ

朝明川、雲出川、櫛田川は湿地として保護されていることを訴える

伊勢湾全体でのネットワーク作 り

野鳥の会本部・近県支部への働きかけ

野鳥の関係のホームページ（マスコミ）へ働きかける

写真の規制についても野鳥関係の人に働きかける

2003年度第 3匝理事会

日時： 2003年 11月30日 （日）

場所：津市総合文化センター 出席： 13名

1)協議事項

◆ 事務局

①理事会開催について 次回は2004.3.14(日）

②理事会を 3回開催する必要有り（決算などのため）

③旅費規程部長会議：出張旅費を出す (1000円）

キロ20円 公共交通機関は実費

④伊勢志摩国立公園 •朝熊山山頂レストランにおける野鳥写真パネル展示

野鳥の会提供の写真であることを明示 繁殖の写真は展示しない

⑤ホームページ作成中 5名の準備会で準備中

支部報「しろちどり」は目次程度、 探鳥地の紹介は保護部で審議する。

県の環境部へもリンクする（相互リンク）

◆編集部

① 「しろちどり」への掲載広告について

コーワの仲介でアイベル 4回で2万円の広告料 今後の部長会で承認する

② 「しろちどり」発行 12月1日発行の予定

◆保護部

①木曽岬干拓地 三重県知事に要望書を提出する

②いなべ市開発問題 対応協議する

③高松海岸霞4号幹線

11月4日 ルート選択の理由説明 今後の対応に意見調整できず持ち越し

④吉崎海岸遊歩道計画

事業計画の説明 楠町に対し配慮すぺき点など意見を出す

しろちどり 42号
14 



ム1乞
合さ今

7
乞
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⑤カイト問題

⑥安濃町ため池改修問題

⑦シロチドリ繁殖 田中川河口から三重大まで巣立ち雛3羽繁殖確認

2)報告 ・連絡

●研究部近況報告

①レッドデータ鳥類部会 夏の調査を終わる 冬の調査をする

6月までにカテゴリーを決める 2006年に出版

②冬のガン ・カモ調査 県の入札

③レッドデータープックに野鳥の会へ60万円の費用

離島などの調査に予算を使う

◆企画部来年度の計画

来年度の探鳥会の計画 支部・地区の区別はない

◆事務局

①愛知県ヘリ訓練地署名活動

②講師依頼親子木工教室 03.12.21 松阪地区木材協同組合 ウッドヒ°ア

③ 2004日本エコミュージアム全国大会（伊勢） 04.9.17 ,.,_, 18 

④その他

（文責：西村）

支部活動の記録 事務局まとめ

●支部活動の記録 (2003年11月,..,_,2004年1月）

11/5 会員宛封書の発送作業（事務局）

11/11密猟問題で伊勢市役所・伊勢警察を訪問した（南勢地区）

11/30 2003年度第3回理事会を開催した

12/9 支部報 「しろちどり」第 41 号発行•発送作業（編集部 ・ 事務局）

12/11 吉崎海岸整備の件で、現地見学を兼ねて副支部長ら2名が楠町役場を訪問し、

関係者と協議した

12/17 いなぺ市へ開発問題のことで、保護部長ら3名が訪問し、関係者と協議した（保護部）

12/21 松阪森林組合の木工教室（巣箱つくり）へ講師を派遣した

12/ 木曽岬干拓地問題で、今後の対応を話し合った（北勢地区・保護部）

2004年

1/8 河芸町役場ヘシロチドリの繁殖地へ植樹する問題で、津地区理事ら2名で出向いた（津地区）

1/11南勢地区の地区会を開いた

1110-----20 県委託 ・ガンカモ類一斉調査（研究部）

2/7 保護部会開催

2/8 編集部会開催

●これからの活動 (2004年2月,..,_,5月）

2/14,..._ 15 本部企画の「バードウォッチング案内人研修会」へ2名参加予定

2/21,..,_, 22 「第11回野鳥密猟問題シンポジュウムin佐賀」へ保護部長出席予定

3/ 鳥獣保護区特別保護地区更新に伴う公聴会開催 (3箇所）

3/14 2003年度第4回理事会開催

4/14 干潟を守る日

6/23 2004年度総会 ・交流会を開催

15 
しろちどり 42号
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● 野鳥を撮影されるあなたヘ

野鳥をビデオやカメラで撮影される皆さん、きちんとマナーを守っていますか。

たぴたび、野鳥の撮影者に対する苦情を耳にする事があります。 3"-'4の事例を挙げますと、①

干潟におりて撮影するため、野鳥が警戒している②野鳥に餌付けして撮影している③野鳥の声の

テープを流し野鳥をおびき寄せている④巣の近くで撮影している、等です。他には、自分以外の

者に撮らせないようにするためか、野鳥が止まる木の枝を折られていることもあるようです。

本会会員とは考えにくいですが、これに近い行為に心当たりありませんか。これらの行為は、野

鳥に過度のストレスを与え、きわめて重要な採餌や繁殖活動の妨害となります。まずは、フィー

ルドマナーの［やさしい気持ち」をおさらいし、つねに野鳥の身になって行動してください。

どうか撮影の際は、撮りたい気持ちをぐっとおさえて、マナーを守っていただくようお願いし

ます。（文責：西村）

ム1乞
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●野鳥の敵捕まる！

野鳥密猟犯罪に対する取り組みが本格化してきました。これほど多くのかすみ網が、違法で販売され

ていたとは驚きです。いったい何羽の野鳥が犠牲になったのでしょう。組織的な野鳥密猟についての

全容解明に期待が高まります。（事務局）

く毎日新聞ニュース速報>2004・2/ 4 

野鳥の密猟業者らが逮捕された鳥獣保護法違反事件で、警視庁生活環境課の調べに対し、逮捕され

た密猟業者の一人が「ホオジロを1羽1500円でプローカーに売った」と供述していることが分かっ

た。同課はブローカーを中心に小売業者も含めた密売ルートの存在を確認しており、密猟された野鳥

を違法を承知で飼っている愛好家の摘発も視野に入れ、全容解明を進める。

同課は4日午前、千葉市中央区都町1、無職、佐々木貞次郎容疑者 (67)ら密猟業者2人と、千

葉県白子町八斗、漁網店経営、森川実容疑者ら密猟に使うかすみ網の製造・卸・販売業者ら 3人を逮

捕。さらに同日午後、かすみ網業者の三重県四日市市住吉町、漁網店経営者 (82)を新たに逮捕し、

逮捕者は6人となった。

このうち、佐々木容疑者が密猟したホオジロをブローカーに販売したことを認めた。国産のホオジ

口は、愛好家の間では1羽1万円前後で取引されているという。 調べでは、佐々木容疑者ら2人は

2001年から昨年にかけ、かすみ網を使ってホオジロ、ヤマガラなど計83羽を捕獲し、それぞれ自宅

で飼っていたなどの疑い。森川容疑者ら4人は2002年から昨年にかけてかすみ網延べ約3100張り

を販売したなどの疑い。

（情報提供：全国野鳥密猟対策連絡会）

● ご署名ありがとうございます ！

昨秋、渥美半島において陸上自衛隊ヘリコプター離発着訓練場を整備する計画について白紙撤

回するよう求める署名活動に88

名の方がご協力いただきました。

これまでに署名数は、 611名分集

まりました。ありがとうございま

した ！

7月末まで受け付けますので、引

き続きご協力いただきますようよ

ろしくお願いします。

しろちどり42号
16 
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河芸町豊津浦シロチドリ繁殖地への

植樹問題

保護部

安芸郡河芸町から津市にかけての豊津浦は伊勢湾

岸で残された数少ない自然海岸です。海岸の幅が

ある程度確保されており、三重県の県鳥にも指定

されているシロチドリが砂の上に産卵し、毎年繁

殖しています。日本野鳥の会三重県支部は1996

年からシロチドリ繁殖の保護、調査活動を行って

います。しかし、年々繁殖数が減り、 1990年代

には20羽以上のヒナが観察されていましたが、

近年は一桁に減っています。主にイヌの散歩や

ジェットスキー、釣り等、人の侵入が原因と考え

られます。このままでは三重県海岸でのシロチド

リ繁殖が皆無になる可能性すらあります。

河芸町役場から日本野鳥の会三重県支部に

2003年12月に突然電話があり、これまでシロチ

ドリが巣をよく作っていた場所、河芸町上野海岸

に防風のためマツを植えるとのことでした。場所

は田中川河口から南へ1200mほど南で、海岸の

奥行きが狭くなっている場所です。 その場所へ

の植樹はシロチドリの繁殖を永遠に不可能にする

ので良くない、反対であるとすぐさま返事しまし

たc しかし、その時は既に町の予算を取っていた

模様で、野鳥の会には事後通告に等しいものでし

た。この場所は団地のすぐ南で、散歩の人が多い

のですが、これまでほぼ毎年シロチドリが巣を作

り、卵を抱いていた所です。

2004年1月8日、西村事務局長と西浦理事が

河芸町に赴き、植林に反対との要望書を持参しま

した。しかし、河芸町は町が金を出すが、自治会

の事業であるとして、まともに返答をせず、シロ

チドリ繁殖を妨害することについては反論できま

せんでした。自治会は台風の時に砂が飛ぶのでそ

れを抑えるために植林すると主張しています。し

かし、この団地はもともと海岸のすぐ近くに作ら

れたもので、潮風の害や砂が飛ぶのは入居前から

分かっていたことです。それが日常生活を脅かす

ような災害でもなく、ごくまれに起きるだけであ

ることは歴然としています。また植林したからと

いって飛砂を防げるようになるまでには早くと

も5,6年はかかるので緊急に植林する必然性は

ありません。

日本野鳥の会三重県支部はこの植林計画に反対で

す。植林計画を2,3年延期してシロチドリの繁

殖を調査し、計画をねりなおす必要があります。

飛砂をふせぐなら、防砂ネットという手もありま

す。

追記
この問題については2月13日に三重県も加わ

り再度話し合いがもたれましたが、河芸町側は植

林計画を撤回せず、話し合いは物別れに終わりま

した。この件については2月20日付け朝日新聞，

22日付け読売新聞などで報道されました。河芸町

と団地自治会は2月22日に植樹を強行しました。

（文責：平井正志）

表 ：豊津浦、町屋浦

（田中川河口から志登茂川河口まで）でのシロチ

ドリのヒナの観察数

間
璽
＿
量

17 
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木曽岬干拓地の今後の利用について、日本野鳥の

会三重県支部は愛知県支部および名古屋鳥類調査

会と連盟で、三重県知事に次のような要望書を提

出しました。なお愛知県知事へも同様の要望書を

提出しました。

2004年2月 19日

三重県知事野呂昭彦様

日本野鳥の会三重県支部

支部長杉浦 邦彦

日本野鳥の会愛知県支部

支部長佐々木和治

名古屋鳥類調査会

会長森井 豊久

木曽岬干拓地利用についての要望書

木曽岬千拓地は木曽川河口左岸の干潟約443ha

を農地として利用するため、 1966年から干拓エ

事が始まり、 1973年には干陸された。しかしそ

の後の農業情勢の変化、県境問題の紛糾により、

そのまま放置されてきた。

日本野鳥の会三重県支部と愛知県野鳥保護連絡協

議会は1993年から探鳥会を兼ねた鳥類調査を継

続し、これまでに隣接する鍋田干拓地での銀察を

含めて150種以上の烏類を銀察しており、この地

域が鳥類の棲息のために貴重な場所であることを

確認した。 特にこの木曽岬干拓地は人がほとん

ど入らない中部地方では極めて稀な平地の原野に

なっている。チュウヒが継続して繁殖し、冬季に

は数多くの猛禽が越冬し、ねぐらを取っているこ

とが確認されている。

この間1993年から日本野鳥の会三重県支部と愛

知県野鳥保護連絡協議会は、農林水産省、あるい

は三重県に数回にわたり、この干拓地を自然復元

のモデルとするよう申し入れを行っている。しか

し、当局はこれらの申し入れを真剣に考慮するこ

となく、 2001年1月に突如として、運動公園を

建設し、その後盛り土をして、流通基地とすると

いう利用案を発表した。

三重県と愛知県の行う環境影響評価調査に平行

し、我々は独自に2002年、2003年の2年間、チュ

ウヒの繁殖を中心に調査をした。その結果両年と

も繁殖行動が見られ、特に2003年には3つがい

乞今・$ -~ ゞ(>✓ 合
~ 

の繁殖が確認された（鳥類調査報告書参照）。中

部地方でチュウヒの継続的な繁殖が確認されてい

るのは河北潟とこの木曽岬干拓地しかない。

この調査と共に我々は干拓地利用案について討論

を重ねてきた。貴重なチュウヒの繁殖地である木

曽岬干拓地について以下の点を要望する。

●干拓地は自然公園とする

干拓地は現状のまま陸地として維持して、猛禽の

保護を主目的とした棲息・繁殖のための自然公園

とする。

この公園は、大規模な運動公園などのような人

が多数入り込む場所とはしない。また流通基地な

どにもしない。伊勢湾周辺では平地の自然がほと

んど壊滅状態であり、この干拓地は平地の自然回

復のモデルとして貴重なものになるであろうし、

チュウヒの繁殖や猛禽のねぐらが間近に観察でき

る絶好の観察場所となり、また子供達の自然教育

の場となることであろう。

●生物多様性の確保

数力所に現陸地面（海面下1m)より数メート

ル高い丘を作り、エノキ、タプ等高木を植え、小

規模な林を作る。これは鳥類の営巣場所やねぐら

となりうる。

さらに数ヶ所に池や沼をつくり、ヨシなど水生

植物を繁茂させ、水鳥の採餌、休息、繁殖の場所

とする。

●自然教育フィールドとしての維持管理

ここで目指す自然公園は都市公園などのよう

な、多数の人が自由に入れるものではなく、銀察

の人数、時期、経路、時間を制限し、十分管理さ

れたものを意味する。野鳥の棲息、繁殖と自然観

察が両立できる公園あるいはサンクチュアリをめ

ざす。干拓地の一部に蜆察歩道、蜆察施設を設置

し観察指導と管理のためのレンジャーを常駐さ

せる。

以上

木曽岬干拓地利用についての

要望書解説

●干拓地は現状のまま陸地として維持して、最小

限の改変を行い、猛禽の棲息繁殖を中心とした自

然保護を主目的とし、その一部を県民が利用する

しろちどり42号
18 ・ 



ム1乞
合さ今

7
乞

支部活動のページ
自然公園とする。 園や都市の公園などのような、多数の人が自由に

●生物多様性を確保するための改変 入り、管理の不十分なものを意味しない。野烏の

数力所に現陸地面（海面下1m)より数メート 棲息、繁殖と自然観察が両立できる管理された公

ル高い丘を作り、エノキ、タブ等高木を植え、小

規模な林を作る。これは鳥類の営巣場所やねぐら

となりうる。この際サクラ（ソメイヨシノ）など

の園芸植物は植えず、本来の環境で自生する植物

のみを植える。

さらに数ヶ所に開水面（池、沼）をつくり、ヨ

シなど水生植物を繁茂させ、水鳥の採餌、休息、

繁殖の場所とする。この場合護岸などは一部を除

いて行わない。この場所は伊勢湾岸で絶滅が危惧

される平地の水生植物（オニバス等）を移植し、

種の保存の場とすることも検討する。

干拓地の一部に草を刈り、植生コントロール実験

地を設ける。これにより、植生を多様化させ、ノ

ネズミなどチュウヒの餌を増やすごとを実験す

る。

これらの改変工事は野鳥の繁殖時期、越冬時期

をはずして行い、工事の際に外来動植物を持ち込

まないよう注意する。

●鋭察自然教育の場としての自然公園

ここで目指す自然公園は公園といっても国立公

園あるいはサンクチュアリをめざす。そのために

レインジャーの常駐できる管理事務所、兼案内所

を入り口に設置する。また駐車場も作る。イヌネ

コなどの外来動物が干拓地に侵入しないように周

りにフェンスと水路を造る。また観察者が外来生

物を持ち込まないようなバリアーを設ける。

●干拓地の一部に銀察歩道（草を刈り、案内板を

設置するのみ）を作り、数ヶ所に蜆察施設兼トイ

レを設置する。その一部には地上数メートルの位

置から鍛察できるタワーを作る。このタワーは

チュウヒの蜆察に最適な場所となるであろう。

干拓地の一部チュウヒの繁殖にとって重要な地域

は生物調査目的、干拓地の維持管理目的以外の立

ち入り禁止区域として設定する。

●またこの自然公園維持のため、監視、取り締ま

りなど権限と野生動植物に関する知識を持つフル

タイムレインジャーの配置する。このためには野

生動植物に知識と経験のある県教員などをあてる

とよいであろう。

●自然観察は人数、時期、経路、時間を制限し、

レインジャーの管理のもとに行うようにする。

19 
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理事紹介

高櫃松人さん 低めの穏やかなお話しぶりが印

象的。獣医さんとして傷ついた動物に向けられる

優しい目が浮かびます。ヤマドリの研究や、子供

たちとの探鳥などで、時々新聞紙上でお目にかか

りますが、一月の早朝、ラジオから先生のお声が。

ムクドリやハクセクレイの大集団ねぐら、キジ、

ヤマドリの樹上でのねぐら、鴨の朝帰りなど、分

かり易く興味深く話されていました。

平井正志さん 保護部活動、登山、バンディン

グなどアウトドアのみならず、絵も本格的。野鳥

のペン画の他に癒されるような水彩画も。『一枚

欲しいなあ』ファンは多い。さぞ世話のかからな

いご主人だろうと、女性陣は羨ましがることしき

り。奥様日く『ほんとにそうなの、でも肝心の時

も居ないわ』大方、大学教授と思えない長靴姿。

そしてお酒が進むほどにジョークを連発、探鳥会

旅行ではみんなを笑わせてくださる。

西浦克征さん趣味はカービング。時々、要請

を受け作品展もされ好評である。私達も手ほどき

をお願いし、好きな鳥に挑戦！各自の帽子に止ま

らせています。安濃ダム探鳥会では野鳥の卵の

カービング、 70ほどを見せてくださり、チドリ

からイヌワシまで手に取り、色や形を楽しみまし

た。植物にも詳しく探鳥の道すがら、すぐ聞ける

幸せ、何度同じ事を聞いても笑わない大きな心の

持ち主。

谷本勢津雄さん ・・・ ・・トレードマークの

ロングヘヤーで、新入会員が一番早く覚える先輩

ではないでしょうか？ 保護部長として県下の問

題箇所へ出向き頑張ってみえます。

松阪一金剛川・三雲一五主へ行くとどこからか現

れ親切に説明・案内とてもお優しい方です。その

大事なフィールドの干潟もカイトボード・狩猟問

題山積で今後の活躍を期待しています。

金児一夫さん 三重県支部の財産管理を担当。

パソコンを駆使し、三重県支部の支出入に目を光

らせます。本職は、自然食品を扱うお店のご主人

で、いつも忙しく飛び回っています。お店はやさ

しい奥様と店員さんが切り盛りし、ときどき人

懐つこい看板犬のわんちゃんも顔をのぞかせま

す。ふだんはあまりお休みが取れない様子です

が、ひまがあれば山登りに熱中。お話するととて

も気さくで、バイタリティーあふれる青年のよう

な方です。

（斉藤加代子・岡 八智子 ・西村泉）

訃報

支部理事・保護部長の谷本勢津雄さんが

2月25日心筋梗塞のため亡くなられまし
た。葬儀は27日松阪市斎場で行われ、支部

からは杉浦支部長、高橋副支部長、西村事

務局長をはじめ多数の支部会員が参列しま

した。

谷本勢津雄さんは三重県支部の前身であ

る、三重野鳥の会設立当初からの会員であ

り、三重県支部の指導的会員であり、長年

に渡り役員を務められ、特に保護部での活

動も熱心に続けておられました。また五主

海岸、金剛川、櫛田川河口のみならず、大

台ヶ原山系もフィールドとして幅広い活動

をされてきました。支部としてはこのうえ

もなく貴重な人材を失いました。故人の冥

福を祈ります。

（保護部：平井正志）

ヽ.JI雙-
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鳥々図鑑

上から コサギ、アマサギ、ダイサギ、チュウサギ、アオサギ、ゴイサギ
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ペン画：平井正志
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調査・研究のページ

2004年ガンカモカウント
ーー横綱はホシハジロかスズガモかー一

研究部

2004年度も会員のご協力で無事にガンカモ調査

が終了しました。県内会員・非会員40名、 167カ

所の池や河川、河口部、洋上でのカモ。ガンのカ

ウントしていただきました。この調査は三重県か

らの委託事業で野鳥の会がもっとも組織的な調査

が出来るということで、何年

も前から調査をしてきまし

た。（その他に県民局の関係職

員や、鳥獣保護員なども調査

していますが、数の多い地点

はほぼ野鳥の会が調査してき

ました。）

今年度の結果についてダイ

ジェスト版を載せますので、

これからの鳥見人生の参考に

していただければと思いま

す。

合計； 57,519羽（カワウ

を除く）

では次に個体数が300羽以上

ム1乞
含
7さ今

7
乞

蜆察された場所を紹介します。

両ヶ池、鈴鹿川河口、吉崎海岸、鈴鹿川派川、伊

坂ダム、石原産業埋め立て地、江島町沖、石垣池、

山上池、御座ヶ池、加佐登調整池、田中川河口、

雲出古）II河口、町屋海岸沖、安濃川河口、岩田池、

香良洲沖、五主、高砂養魚池西池、 三渡川河口、

金剛川河口、宝光池、大淀沖、片田の池 内瀬、

風早池、まがたま池、外城田川河口、穴川などで

した。
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調査・研究のページ

筆者は 1月15日に津の安濃川河口、志登茂川中

流、町屋海岸沖、志登茂川養魚場を調査して回り

ましたc町屋海岸沖では、スズカモの大群が波間

に見え隠れしていま した。これをほぽ正確にカウ

ントするのは至難の業ぐ3回カウントして、およ

その数をとらえることが出来たようですふ欠に安

濃川の河口へ向かいます。昨年は、アメ リカヒド

リのとてもきれいなオスがいたので、今年も来て

いるかと楽しみにしていましたが、残念ながら、

今年は、見られませんでした。そのかわり、ミヤ

コドリが26羽もきていました。

今回はカワウのカウントにも協力いただきまし

た3 私はた和ヽたい3000羽くらいかなと事前に予

想を立てていたのですが、その予想がほぽ的中 し

ました。県がカワ ウの調査をしていますが、それ

に協力した次第です。

ちなみに2003年のデータを最後に載せておき

ますC (このデータは三重県が作成したものを元

に私がグラフにしたものです。会員以外（鳥獣保

護員や県職員等）のカウント結果も加算されてい

ます） 2008年総個体数48,436羽

（文貸：前澤昭彦）

2003年カウント(2002年と比較して）
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探鳥会報告 2003年10月~12月

● 伊勢・タカ渡り探烏会

2003年10月5日（日） 7:00-10:00 

伊勢市宇治浦田町／五十鈴川河川敷駐車場

林淳子・今村禎 参加者39人（内会員23

名、会員外16名）
カワウ、コサギ、アオサギ、ミサゴ、ハチクマ、トビ、ハ
イタカ、サシパ (316)、アマッパメ、カワセミ、ッパメ、
ハクセキレイ、セグロセキレイ、ヒヨドリ、モズ、カワ
ラヒワ、イカル、スズメ、ムクドリ、ハシポソガラス、ド

バト 21種

皆、期待を込めて空を見上げるものの、サシバ

飛ばず。やきもきしているとようやく 8時過ぎに

ポッポツ渡り始める。高く高く渡るサシバ、少数

ではあるがタカ柱を作り輪舞等、 10時までに76

羽が渡る。10時探鳥会終了。その後は交流会に切

り替えるが残った人は10名余り、持ち寄りのお

菓子等で一服していると頭上に30羽余りのサシ

バの群が次々とやってきてタカ柱を作る。その群

が去ると又又100羽余りの群れ。これも頭上でタ

力柱を作り輪舞が始まる。ワーすごいと感嘆の

み。この渡りを皆さんに実感してもらいたったの

に残念でした。

● 高見山タカ渡り探鳥会

2003年 10月5日（日） 9:30-13:00 

高見峠

西村四郎・中村洋子 参加者：25名（内会員16

名、会員外9名）
ミサゴ(1)、トビ(1)、ハイタカ<i1)、サシパ（約400)、
キジバト (1)、アオバト (I)、ハリオアマツバメ（約5
）、アマッパメ（約10)、ッパメ（約5)、イワッパメ（約
10)、ヒヨドリ（約30)、モズ (I)、ウグイス (I)、ヒ
ガラ (2)、ヤマガラ (1)、メジロ (1)、カケス (1)、

ハシプトガラス (3)、 18種

大峠に着いてすぐに10羽ぐらいのタカ柱がみ

られた。

13時頃から、約300羽のサシバが渡っていった。

この時間帯が銀察には良いようです。

ツバメは4種類観察できた。

● 里山の鳥を見る

2003年 10月19日（日）

赤目エコリゾート

塗矢尋ー・田中豊成 参加者9名（内会員5名、

しろちどり 42号

会員外4名）
タシギ(1)、キジパト (2)、アオゲラ (1)、コゲラ (2)、
ツバメ (8)、セグロセキレイ (2)、ヒヨドリ (4)、モ
ズ (1)、ヤマガラ (3)、ホオジロ、 (5)イカル、 (12)、

カケス (1)、ハシプトガラス (5) 13種

普段見慣れている鳥たちでした。普通の鳥を

じっくりと銀察することが出来た。渡去前のツバ

メが森の上空を舞っていた。

● 木曽崎干拓地探鳥会

（共催 愛知県野鳥保護連絡協議会）

2003年 10月26日（日） 9:00-12:00 

三重県木曽岬千拓地／愛知県鍋田干拓地

近藤義孝 参加者20名
カイップリ (8)、カワウ (3000)、ダイサギ (6)、コサ
ギ (10)、アオサギ (2)、マガモ (4)、カルガモ (4)、
コガモ (150)、ミサゴ (2)、トピ (1)、ノスリ (1)、
チュウヒ (4)、コチョウゲンポウ (1)、チョウゲンボ
ウ (l)、キジ (2)、ケリ (1)、タゲリ (14)、クサシ
ギ(4)、イソシギ (4)、タシギ (1)、ユリカモメ (2)、
ウミネコ (1)、キジバト (7)、カワセミ (3)、ヒパリ
(10)、キセキレイ (1)、ハクセキレイ (20)、ヒヨ ドリ
(5)、モズ (7)、ジョウビタキ (4)、カワラヒワ (10)、
スズメ (50)、ムクドリ (20)、ハシポソガラス (30)、ハ

シプトガラス (3)、ドパト (10) 36種

チョウゲンボウが頭上をゆっくり飛んでくれま

した。タゲリが14羽、木曽岬干拓地上空を飛ん

でいました。冬鳥が増えてきました。

● 海蔵川探鳥会

2003年11月18日

（火） 10:00-12:00 

四日市市西坂部町

尾畑玲子・高 和義

参加者10名

（内会員5名、会員

外 5名）
カイップリ、カワウ、ア
オサギ、カルガモ、キ
ジ、パン、イカルチド
リ、キジパト、カワセ
ミ、キセキレイ、ハクセ
キレイ、セグロセキレ
イ、ヒヨドリ、モズ、
ジョウピタキ、ウグイ
ス、ホオジロ、アオジ、
カワラヒワ、スズメ、ム
クドリ、ハシボソガラ
ス、ハシプトガラス、ド

バト 24種

24 
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探鳥会輯告

代官橋の工事はいよいよ橋脚づくりにかかって

いる。橋の下の旧井堰はとりこわされ、川幅が広

げられたため見通しがよくなった・・・というよ

り、見るべき緑が失われてしまった。県職員で代

官橋工事関係の3人も一緒にバードウォッチン

グ。今後県と意見を密に交わしていけると良いと

思う。

● 宮川中流探鳥会

2003年 11月20日（木）

雨天のため中止。 2004年2月20日（金）にリ

ベンジ。

● 県民の森探鳥会

2003年 11月22日（土） 9:45-11:55 

三重県民の森

矢田栄史・辻秀之 参加者36名（内会員

14名、会員外22名）
ヒヨドリ、ジョウピタキ、シロハラ、ウグイス、メジロ、
カワラヒワ、イカル、ハシボソガラス、ハシプトガラス

9種

近くの御在所岳は、 11月22日初雪が降ったと

のこと。ノウサギのフンやアマガエル、コカマキ

リ等が観察できた。

ワセミ (3)
ヒパリ (10)、ハクセキレイ (10)、タヒパリ (30)、1:::
ヨドリ (10)、モズ(3)、ジョウピタキ (2)、ツグミ (4)、
ウグイス (1)、セッカ (1)、メジロ (1)、ホオジロ (5)、
アオジ (1)、スズメ (30)、ムクドリ (21)、ハシボソガ

ラス(tool、ハシプトガラス (50)、ドパト (5) 45 

種

久し振り45種類も銀察できました。 「身近な自

然を体験する県民デー」の行事でもあり、参加者

も37人と多数の方に集まっていただきました。

● 真泥池探鳥会

2003年 12月 713 (日） 10:30-14:00 

阿山郡大山田村真泥

塗矢尋ー•田中豊成 参加者9名（内会員7名、

会員外2名）
カイップリ (1)、カワウ (I)、ダイサギ (1)、マガモ
(2)、カルガモ (15)、トビ (1)、ハイタカ (1)、ノス
リ(1)、コゲラ (4)、ヒパリ (1)、ハクセキレイ (2)、
セグロセキレイ (4)、クヒバリ (1)、ヒヨドリ (14)、
モズ (1)、ジョウピタキ (1)、ウグイス (3)、ヤマガ
ラ (1)、シジュウカラ (1)、ホオジロ (6)、カシラダ
カ (2)、アオジ (4)、カワラヒワ (1)、スズメ (20)、

ムクドリ (4)、ハシボソガラス (I) 26種

風が強くてゆっくりと観られなかった。人数が

10名ぐらいで行動が早くてよかった。

今でも池にボートを浮かべてつりをしている者が

居た為、池のカモが追い出されていた。

● 木曽崎干拓地探鳥会

（共催愛知県野鳥保護連絡協議会）

2003年 11月23日（日） 9:00-12:00 

三重県木曽岬千拓地／愛知県鍋田干拓地

近藤義孝 参加者

37名
カイツプリ (8)、カワ
ウ(15)、ダイサギ(4)、
コサギ (3)、アオサギ
(3)、マガモ (3)、カ
ルガモ (16)、コガモ
(8 5)、オカヨシガモ
(8)、ハシビロガモ
(2)、ホシハジロ (3
0)、キンクロハジロ
(3)、スズガモ(2)、ミ
サゴ (5)、トピ (2)、
ノスリ (2)、チュウヒ
(3)、コチョウゲンボ
ウ (1)、キジ (6)、ク
イナ (1)、パン (2)、
ケリ (3)、タゲリ (4)、
クサシギ (3)、イソシ
ギ (3)、ユリカモメ
(7)、キジパト (5)、カ

--
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● 穴川探鳥会

2003年 12月7日（日） 9:30-11:45 

志摩郡磯部町穴川

今村禎・中村みつ子 参加者18名（内会員12

名、会員外6名）
カイップリ、カワウ、ダイサギ、コサギ、アオサギ、マ
ガモ、カルガモ、コガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、オナ
ガガモ、ハシピロガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、ミ
サゴ、トピ、ハイタカ、チュウヒ、イソシギ、カワセミ、
ヒパリ、タヒバリ、ヒヨドリ、ジョウビタキ、ウグイス、
メジロ、ホオジロ、アオジ、カワラヒワ、スズメ ムク

ドリ、ハシボソガラス、ハシプトガラス 33種

冬型の割には寒くない探鳥会であったが、暖冬

でお目当てのツグミは出ず、カモ類もあまり銀察

できず残念であったが、魚を掴んで飛ぶミサゴ、

チュウヒ、ハイタカが銀察できラッキーであっ

た。又、最後のところでカワセミも観察でき喜ん

でもらえよかった。

● 安濃ダム探鳥会

2003年 12月 23日（水） 10:00-12:00 

安濃ダム（錫杖湖）

編集後記

「ウゾが来てるよ。」編集会議の雑談でそん

な情報を得た。早春の暖かい日に高原の雑

木林へ行ってみると、あの懐かしい口笛が

聞こえてきた。無心で桜のつぼみを食べて

いる。胸のバラ色がとても美しい。「久し

振りに会えたけどもうすぐお別れだね。皆

元気で無事に北へ帰れよー。」心の中で声

を掛けずにはいられなかった。

• 今月号に野鳥の会の主旨に沿ったもの

で、読者の方に有益なものであればと考

え、広告を入れました。これについて、こ~

意見等ございましたら編集部までお願いい

たします。

• 野鳥に関するものなら何でも結構です。

会員の皆様からの投稿、カットをお待ちし

ています。

石原宏•岡八智子 参加者63名（内会員

32名、会員外31名）
カイップリ、カワウ、オシドリ、マガモ、カルガモ、キ
ジバト、カワセミ、キセキレイ、セグロセキレイ、ヒヨ
ドリ、カワガラス、ジョウビタキ、ウグイス、ヤマガラ、

ホオジロ、アオジ、アトリ、カワラヒワ 18種

天気に恵まれ大勢の参加者に驚いてか、鳥が隠

れてしまいました。以前は100羽も来ていたオシ

ドリも年々少なく今年は10数羽。色々な問題点

を検討し、保護対策を提言すべきでしょう。オシ

ドリの大群の復活を願うばかりです。

● 木曽崎干拓地探鳥会

（共催 愛知県野鳥保護連絡協議会）

2003年 12月28日（ 日） 9:00-12:00 

三重県木曽岬干拓地／愛知県鍋田干拓地

近藤義孝 参加者28名
カイツプリ (2)、カワウ (IO)、アオサギ (2)、マガモ
(2)、カルガモ (12)、コガモ(234)、オカヨシガモ (33)、
オナガガモ (1)、ホシハジロ (12)、ミサゴ (7)、トビ
(1)、オオタカ (1)、ノスリ (3)、ハイイロチュウヒ
(1)、チュウヒ (2)、コチョウゲンボウ (1)、キジ(4)、
オオパン (1)、タゲリ (30)、クサシギ (4)、イソシギ
(4)、タシギ(1)、ユリカモメ (2)'セグロカモメ (1)、
キジバト (7)、カワセミ (2)、ヒバリ (5)、ハクセキ
レイ (6)、セグロセキレイ (1)、タヒバリ (13)、ヒ
ヨドリ (4)、モズ(3)、ジョウビタキ (1)、ッグミ (7)、
メジロ (2)、ホオジロ (2)、アオジ (1)、カワラヒワ
(30)、シメ (2)、スズメ (50)、ムクドリ (57)、コク
マルガラス (3)、ハシボソガラス (50)、ハシプトガラ

ス (25)、ドバト (50) 45種

チュウヒ、コチョウゲンボウなど猛禽のフル

コースでした。コクマルガラスもいました。
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